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１【財務報告に係る内部統制の基本的枠組みに関する事項】

　代表取締役社長八幡信孝は、当社の財務報告に係る内部統制の整備及び運用に責任を有しており、企業会計審議会

の公表した「財務報告に係る内部統制の評価及び監査の基準並びに財務報告に係る内部統制の評価及び監査に関する

実施基準の改訂について（意見書）」に示されている内部統制の基本的枠組みに準拠して財務報告に係る内部統制を

整備及び運用しております。

　なお、内部統制は、内部統制の各基本的要素が有機的に結びつき、一体となって機能することで、その目的を合理

的な範囲で達成しようとするものです。このため、財務報告に係る内部統制により財務報告の虚偽の記載を完全には

防止又は発見することができない可能性があります。

 

２【評価の範囲、基準日及び評価手続に関する事項】

　財務報告に係る内部統制の評価は、当事業年度の末日である2024年３月31日を基準日として行われており、評価に

当たっては、一般に公正妥当と認められる財務報告に係る内部統制の評価の基準に準拠いたしました。

　本評価においては、連結ベースでの財務報告全体に重要な影響を及ぼす内部統制（全社的な内部統制）の評価を

行った上で、その結果を踏まえて、評価対象とする業務プロセスを選定しております。当該業務プロセスの評価にお

いては、選定された業務プロセスを分析した上で、財務報告の信頼性に重要な影響を及ぼす統制上の要点を識別し、

当該統制上の要点について整備及び運用状況を評価することによって、内部統制の有効性に関する評価を行いまし

た。

　財務報告に係る内部統制の評価の範囲は、会社並びに連結子会社及び持分法適用会社について、財務報告の信頼性

に及ぼす影響の重要性の観点から必要な範囲を決定いたしました。財務報告の信頼性に及ぼす影響の重要性は、金額

的及び質的影響の重要性を考慮して決定しており、会社及び連結子会社７社を対象として行った全社的な内部統制の

評価結果を踏まえ、業務プロセスに係る内部統制の評価範囲を合理的に決定いたしました。なお、他の連結子会社２

社及び持分法適用関連会社１社については、金額的及び質的重要性の観点から僅少であると判断し、全社的な内部統

制の評価範囲に含めておりません。

　業務プロセスに係る内部統制の評価範囲については、各事業部門の前連結会計年度の売上高（連結会社間取引消去

後）の金額を指標に、前連結会計年度の連結売上高の概ね２／３に達している内線部門、プラント部門、配電工事を

除く電力部門、海外支店及び連結子会社２社を「重要な事業部門」といたしました。選定した重要な事業部門におい

ては、企業の事業目的に大きく関わる勘定科目として売上高、完成工事未収入金及び未成工事支出金に至る業務プロ

セスを評価の対象といたしました。さらに、選定した重要な事業部門にかかわらず、それ以外の事業部門をも含めた

範囲について、重要な虚偽記載の発生可能性が高く、見積りや予測を伴う重要な勘定科目に係る業務プロセスやリス

クが大きい取引を行っている事業又は業務に係る業務プロセスを財務報告への影響を勘案して重要性の大きい業務プ

ロセスとして評価対象に追加しております。

 

３【評価結果に関する事項】

　下記に記載した財務報告に係る内部統制の不備は、財務報告に重要な影響を及ぼす可能性が高く、開示すべき重要

な不備に該当すると判断いたしました。したがって、当事業年度末日時点において当社グループの財務報告に係る内

部統制は有効でないと判断いたしました。

 

記

 

　当社は、３年前の当社決算期である2022年３月期（第75期）に北陸のトンネル照明設備更新工事（以下、「当該工

事」といいます。）を請負いましたが、2024年３月期（第77期）決算において工事原価総額見込みを見直したとこ

ろ、受注当時の見積り漏れ、その後の工事原価増額などにより損失が発生することが認められ、2024年３月期（第77

期）第４四半期において損失処理を行いました。本件は工事原価総額の見積り誤りによるものであり、内部統制の不

備に該当すると認識し社内調査を行いました。その結果、本件の主たる原因は、当社が過去に経験したことのない管

理の難易度の高い工事であったにもかかわらず、当該部署内においてその工事への対応に必要な知見・経験を有して

いる人材を配置しなかったこと、それにより将来の工事原価増加要因となる情報を網羅的に把握して実行予算を作

成・見直す体制の整備およびその運用がされていなかったこと、情報を把握しても適時に部署内で共有して実行予算

を見直しする運用がなされていなかったことと考えており、内部統制の整備及び運用上の不備と評価しました。

　さらに、会計監査人による監査の過程で、当該工事に係る損失は、受注当時の見積り漏れについては当該工事を受

注した 2022年３月期第２四半期から 2024年３月期末までの決算期間にかけて計上する必要があるとの指摘を受け、

受注当時の見積り漏れの金額確定のための社内調査を行いました。

　併せて、当該工事に類似する案件の網羅性や類似する案件の見積り工事原価総額に誤謬が発生していないかに関す

る社内調査を実施しました。

　これらの社内調査につきましては、当期事業年度の末日後の決算作業中に発見されたものであるためその全ての完

了までには至らず、結果当事業年度の末日においての是正が完了しませんでした。
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　また、会計監査人による監査の過程で、全社的な共用資産の減損判定のための割引前将来キャッシュ・フローの見

積り資料について合理性を持った検証ができていないとの指摘を受け、当該共用資産について、割引前将来キャッ

シュ・フローの見積りの妥当性を証明する資料の収集に努め、減損処理の検討を行なってまいりました。減損損失の

判定が遅延した要因として、固定資産の減損に係る会計基準に基づく網羅的・客観的かつ合理的な評価プロセスが整

備されていないため、減損の認識要否の判断のために将来キャッシュ・フローの見積りを十分に検討する必要がある

ことに関する意識の欠如、関連する会計基準の理解不足が挙げられ、これは内部統制の整備上の不備に該当すると考

えております。

　これらの内部統制の不備は、当社の財務報告に重要な影響を及ぼす可能性が高いことから、開示すべき重要な不備

に該当すると判断し、有識者によるより詳細な調査を実施し、是正・改善を図っていくことといたしました。

　当社は財務報告に係る内部統制の重要性を認識しており、2024年６月10日付けの適時開示「第三者調査委員会設置

のお知らせ」の通り第三者調査委員会を設置し、上記社内調査に引き続き内部統制の不備に係る調査を行なうととも

に、再発防止策を講じて決算プロセスに関する内部統制を強化し、財務報告の信頼性を確保していく所存でありま

す。

　また、上記の開示すべき重要な不備に起因する必要な修正は、2025年（第78期）において適切に処理していく所存

であります。

 

４【付記事項】

　該当事項はありません。

 

５【特記事項】

　該当事項はありません。
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